
 

         

私たち株式会社建設技術研究所

は、土砂管理の豊富な経験があり、

いろいろな面からサポートいたし

ます。 

当社では、豊富な実績と経験を活かし、ダム貯水池の土砂管理に関する実施検討をサポートします。各ダムの予算

規模や制約条件を踏まえたうえで、即効性・実現性を重視した短期的な対策から持続性・維持管理負担軽減を重視した

長期的な対策まで、土砂管理の段階的な拡張計画を検討・提案します。 

ダム貯水池の管理で困っていませんか？ 

 

■ 我が国では、堤高 15ｍ以上のダムが約 3,100基建設されています。 

■ ダムは水を貯留すると共に、土砂も捕捉することになります。 

■ このため、貯水池上流部での堆砂やダム地点で土砂移動の不連続が生じ、以下の事象が顕在化している

ダムもあります。 

 [背水現象、貯水容量の減少、ダム下流河川の河床低下・粗粒化・みお筋の固定化、海岸線の後退] 

ダムの土砂管理 

～長期展望に立ったダム機能の確保に向けて～ 

ダムが設置されると・・・ 

 

■ 貯水池上流域で背砂に伴う浸水被害が発生していませんか？ 

■ 計画を上回る速度で堆砂が進行し、治水や利水機能に影響が生じていませんか？ 

■ ダムの下流河道で環境上の問題が生じていませんか？ 

ダム貯水池で発生する現象 

以下のとおり、ダムの土砂管理を行うことにより問題を解決できる場合があります!! 

 ①堆砂進行予測を踏まえた短期・長期双方の視点による対策ロードマップの作成 

 ②対象ダム固有の条件にあわせた実現性・即効性ある対策（短期的な対策） 

 ③堆砂による貯水池機能低下を長期にわたって回避するための恒久施設や運用の工夫（長期的な対策） 
 

？ 

ダム貯水池の土砂管理を実施しているダム事例 
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技 術 提 案

① ② ③

貯水池進入 
坂路で搬出 

堆砂進行予測と堆砂対策ロードマップ 

長期的な対策  

■ 排砂バイパス（恒久施設）
土砂流入を抑制するために、洪水時に貯

水池に流入する土砂の一部を、貯水池

に流入することなく、バイパスさせる方法

です。 

■ フラッシング排砂（恒久施設）
洪水時に貯水位を低下させ、貯水池内を開

水路状態にし、堆積土砂を水の力により排

出する方法です。 

～予測結果を踏まえた対策目標設定と目標達成に向けた段階な整備計画～ 

堆砂の進行予測 

～ 恒久施設や運用の工夫による維持管理負担の小さい対策の提案～ 

■お問い合わせ先：東京本社 営業部

〒103-8430 東京都中央区日本橋浜町 3-21-1（日本橋浜町 F タワー） 

■お問い合わせメールアドレス：leaflet@ctie.co.jp
■技術担当：東京本社ダム部、大阪本社ダム部、九州支社ダム部

2024.7 

対策目標の設定 堆砂対策ロードマップの作成 

短期的な対策  ～実現性・即効性のある合理的な貯水池掘削計画の提案～ 

貯砂ダム新設、既設貯砂ダムの嵩上げ・改良 

予算制約・現場条件等の対策条件を踏まえ、対策効果の高
い位置を選定した貯砂ダム新設、既存ストック活用の観点
から既設貯砂ダム改造など、短期間で実現可能な掘削コス
ト低減策を提案します。

最適な工法組合せによる浚渫の合理化 

浚渫は一般に施工単価が大きくなりますが、土砂採取・
陸揚げ・土砂処理・搬出の各工程で最適な対策をとるこ
とにより、実現性・コスト縮減の両立を図ります。

■ 流水掃砂（運用の工夫）
堆砂容量に空きがある場合、洪水時に水位

を低下させ、有効容量内堆砂を堆砂容量域

に移動させることで、貯水池機能の延命化

を図ります。 

潜行吸引排砂装置現地実験業務 等  国立研究開発法人土木研究所 ：平成 17 年～令和 3 年度 
 
四十四田ダム再生堆砂予測検討業務 東北地方整備局  ：令和３年度 
大川ダム堆砂対策計画検討業務 北陸地方整備局 ：令和３年度 
菅沢ダム貯水池内堆砂土砂撤去計画検討業務 中国地方整備局 ：令和５年度 
鬼怒川上流ダム群堆砂対策検討業務 関東地方整備局 ：令和５年度 
物部川総合土砂管理検討業務 四国地方整備局 ：令和５年度 

矢作ダム排砂施設検討業務 ※ 中部地方整備局 ：令和３年度 
ダム建設事業に伴う設計業務（裾花ダム土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽ）  長 野 県 ：令和４年度 
天竜川ダム再編堆砂対策施設設計業務 中部地方整備局 ：令和５年度 

○先進技術の検討

○堆砂予測・堆砂方針検討

○堆砂対策施設設計
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貯砂池流入土砂（細粒分） 堆砂 
堤体 

貯水池掘削：浚渫単価 大 

捕捉土砂（砂・礫） 

貯水池掘削：陸上掘削単価 小 既設貯砂ダム 
嵩上げによる機能強化 

分布型土砂

流出モデル

モデル斜面の
崩壊地分布図

崩壊地発生の誘引
となる雨量と斜面
の安全率により崩
壊の発生を評価

■：斜面崩壊の発生が予測されたセル
■：斜面崩壊の発生が予測されないセル
■：河道セル
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・分布型降雨土砂流出モデル
（土砂生産域から堆砂を推定する手法）

・貯水池一元河床変動計算モデル
（堆砂実績から推定する手法）

・実現可能なレベルで貯水池

機能を維持するための対策

目標設定

・対策目標に向けた段階的整備計画

の立案

・実現性・即効性を重視した短期的な

対策（貯水池掘削中心）から、恒久

施設・運用の工夫により維持管理の

負担軽減を図る長期的な対策（「土

砂を流す」対策中心）まで、ダム固

有の制約条件下における「対策のベ

ストミックス」を提案

※局長表彰を受賞


